
1. 序
1-1. 研究の背景と目的　　建築の立面表現は、それ自体独立し

た構成をもっているともいえるが、地盤に固定せざるを得ない

という固有の条件から、常に大地への接地性が前提とされてい

ると考えられる。たとえば、三層の構成によって下部は大地と

結ばれ上部は空に通じると同時に荘厳さが表現されたイタリア

のパラッツォのファサードや、犬矢来によって外壁と街路が緩

やかに繋がれた京都の町家のファサードのように、建築の立面

表現では接地性という水準がその社会的意味形成において重要

であるといえる。そこで本研究では町家形式のファサードをも

つ現代の都市型独立住宅作品 1) を資料 2) とし、壁面の形や開口

等による立面構成および立面と前面外構の素材的連続関係を検

討することで、現代建築の接地性の一端を明らかにすることを

目的とする。

立面の構成および前面外構との連続関係からみる現代住宅作品の接地性
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2. 立面の構成　

分析例（図 1）の立面は、間口に対して縦長のプロポーション

であるが、壁面の外側の輪郭の幅が広く安定した形状であると

いえる。しかしまた下部の角に開口が配置されており、それに

より切り取られた壁面の輪郭は接地部の幅が上部より狭く、不

安定な形状であるともいえる。このように立面の形状は複数の

水準からその安定性が捉えられる。立面の形状を壁面の外側の

輪郭（第 1輪郭）と、その輪郭線に接するように配された開口

により切り取られた輪郭（第 2輪郭）の双方から検討した。

2-1. 立面のプロポーション　　立面の間口に対する軒高のプロ

ポーションを分析した結果（図 2）、その値が 0.7 から 1.3 の

部分に資料の集中がみられた。この範囲内の資料を標準のプロ

ポーション、これより値が小さい資料を横長のプロポーション、

値が大きい資料を縦長のプロポーションとした。
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図1. 分析例 図2.　第１輪郭のプロポーション

図3.　第１輪郭の形状
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図5.　第１輪郭とプロポーション図4.　第１輪郭の左右対称性
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2-2. 第 1 輪郭の形状　　立面の形状の安定性を評価するため

に、上下方向の幅の変化の有無および幅広部分の位置から立面

の形状を幅均等、下部幅広、上部幅広、幅変動の 4 つに大別し、

さらに立面上端の水平、勾配の違いから８種類に分類した（図

3）。その結果、幅均等である資料が最も多くみられた。また、

第 1 輪郭の左右対称性を検討したところ、下部幅広、上部幅広

の形状では左右非対称、幅均等の立面形状では左右対称の資料

が多く見られた（図 4）。さらに第一輪郭とプロポーションの

関係を検討すると、下部幅広では横長、上部幅広では縦長のプ

ロポーションである資料が多く見られた（図 5）。

2-3. 開口の種類　　第 1 輪郭に対する開口の配置から、開口の

種類を分類した（図 6）。第 1 輪郭の輪郭線に接するように位

置することで新たに輪郭を規定する開口（輪郭規定開口）と、

第 1 輪郭の内部に位置し、輪郭に影響しない開口（面内開口）

の 2 種類で捉えた。輪郭規定開口のうち、第 1 輪郭の輪郭線の

一辺全長に接するように位置する開口を辺上開口と、隅部に位

置する開口を欠取り開口とした。

2-4. 輪郭規定開口と第 2 輪郭　　第 1 輪郭が輪郭規定開口に

よって切りとられ形成される第 2 輪郭の形状について図 7 に示

した。第 2 輪郭の形状は幅均等と上部幅広がほぼ同数見られ、

幅均等では輪郭規定開口を伴わない資料が、上部幅広では輪郭

規定開口を伴う資料が多く見られた（図 8）。第 2 輪郭の形状

の左右非対称性を検討したところ、幅均等では左右対称の資料

が、下部幅広、上部幅広では左右非対称である資料が多かった

（図 9）。

2-5. 面内開口の分布の上下方向の偏り　　面内開口は配された

部分の壁面の視覚的存在感を弱めると捉え、第 2 輪郭の形状の

中での面内開口の分布を上下方向の偏りを軸に、下部のみに存

在する下部偏在、上部のみに存在する上部偏在、第 2 輪郭内全

体に存在する全体拡散、一部に比較的大きな壁面を残す部分分

散、および面内開口なしに分類した（図 10）。第 2 輪郭の形状

と面内開口の分布の関係を検討すると、幅均等では全体拡散と

部分分散が多く見られた。上下方向に偏在している資料に注目

すると、下部幅広では下部偏在、上部幅広では上部偏在が多く

見られ（図 11）、これらは立面輪郭のもつ重心の上下方向の偏

りを打ち消すような面内開口の分布のあり方であるといえる。

3. 立面下部と前面外構の連続性　

本章では建築と大地を繋ぐ基礎の表現、および立面前面の外構

の表現による接地性を検討する。

3-1. 基礎表現　　立面を地面に直接的に接続する部位である基

礎の表現を検討した。基礎の見え方から、標準的な高さの立ち

上がり 3) が立面に表れる標準基礎、立ち上がりが高い高基礎、

基礎が壁面より後退して壁面の下端と地表面を切り離した奥基

礎、基礎が外壁と一体化または外装によって隠蔽された外壁一

体、外壁下部と地面との間に隙間をもつスリットに分類した。

標準基礎と高基礎と奥基礎を基礎表現あり、外壁一体とスリッ

トを基礎表現なしとした（図 12）。

3-2. 前面外構　　立面と接続する地面である前面道路との間の

外構（前面外構）表現に注目した。前面外構の素材をコンクリー

ト、モルタル、洗い出し等の湿式仕上げのWe、コンクリート
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図6.　開口の種類

図11.　第２輪郭と面内開口の分布の関係
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平板、タイル、石貼り等の乾式仕上げの Dr、砂利敷の Ba、土

の So、その他の Othに大別した（図 13）。また前面外構の素

材の配列を、単一、複合、前面外構なしに大別した（図 14）。

3-3. 素材的連続関係　　立面下部と前面開口の素材的連続性を

検討するため、まず基礎表現の有無ごとに隣接する部分が素材

的に類似、相違のどちらの関係であるかを検討した（図 15）。

次に基礎表現ごとに接続関係を検討した（図 16）。高基礎、標

準基礎、スリット、外壁一体、奥基礎の順に立面下部と前面外

構の表面が類似している割合が高く、この順に大地との連続性

が高い基礎表現であるといえる。

4. 立面の接地性　

2 章で分析した立面の輪郭の形状を横軸に、3 章で検討した前

面外構との素材的な連続関係を縦軸に、それらの対応関係を検

討した（図 17）。まず第 1 輪郭の形状が下部幅広の安定性の高

い形状に着目すると、第 2 輪郭においても同様の形状をもつ場

合には、接地部で連続性をもたない立面（タイプあ）となるこ

とが多く見られたのに対し、逆に第 2 輪郭の形状が上部幅広ま

たは幅変で不安定なとき、大地と連続するような立面（タイプ

い）となることが多いことが見い出せた。このような第 2 輪郭

の安定／不安定性と立面の接地部での連続／分断性の関係につ

いて、第 1 輪郭の形状が単純な矩形の場合を見ると、第 2 輪

郭がより安定な形状になるような輪郭規定開口をもつ場合は先

と同様な傾向が見られるが、より不安定な形状になるような輪

郭規定開口をもつ場合にも、接地部において大地と分断される

表現がなされることが比較的多いことがわかった（タイプえ）。

接地部において大地と非連続な表現をする資料は、第 1 輪郭の

形状が幅均等の場合に多く、中でも特に第 2 輪郭も幅均等の矩

形の形状の場合（タイプう）の数が多い。先のタイプえでは面

内開口上部偏在である資料が多く見られたのに対し、タイプう

では面内開口なしおよび全体拡散である資料が多く見られた。

このことは、第 2 輪郭の形状が上部幅広または幅変動のとき、

立面上部に面内開口を配置して上部に軽さを付加することで立

面の重心を下方向に移動させ、第 2 輪郭のもつ不安定性を打ち

消す傾向にあり、一方第 2 輪郭が幅均等のときは均等な面内開

口表現により立面の安定性を変化させない傾向を示していると

いえる。第 1 輪郭、第 2 輪郭がともに上部幅広または幅変動の

とき、接地部で分断される表現と連続する表現がどちらも見ら

れた（タイプお、か）。タイプかは不安定な輪郭の形状の立面

を接地部での連続性により大地に繋ぎとめる表現であるのに対

して、タイプおでは接地部で立面と大地を分断することで輪郭

の形状の不安定性を強調している表現であるといえる。また上

部幅広または幅変動の第 2 輪郭をもつタイプえとタイプおを比

較すると、第 2 輪郭の形状が同様の場合でも、第 1 輪郭が第 2

輪郭より安定性の高い幅均等であるタイプえでは面内開口が第

2 輪郭の不安定性を打ち消す傾向があるのに対し、第 1 輪郭が

第 2 輪郭と同様の形状である接地タイプおでは面内開口なしま

たは全体拡散の資料の割合が高く、面内開口によって第 2 輪郭

の形の安定性を変化させない傾向が見られた。

図13.　前面外構素材
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5. 結
以上、現代住宅作品の立面を接地性という観点から、開口の配

置を考慮した立面形状の安定性および立面下部と前面外構の素

材的連続性を分析し検討した。その結果、立面の輪郭が開口に

よって切り取られるときには輪郭が不安定な形状となることが

多いことがわかった。さらにその際には立面下部と前面外構の

素材を類似させることで大地との連続性を強めたり、面内開口

を上部に配置することで立面下部の存在感を強め、安定性を高

めるような表現をとる傾向があることを示した。
注 1) 一面接道の敷地において塀や植栽などがなく道路に面しており、隣地境界近
　　くまで建てられ、さらに面性の強い立面をもつ独立住宅を町家形式のファ
　　サードをもつ現代の都市型独立住宅作品と定義している。

　2) 本研究の資料は、建築専門誌の中でも最も代表的と思われる「新建築」誌、「新
　　建築 住宅特集」誌に掲載された作品を対象としている。資料の対象期間は、
　　第二次世界大戦以降、特に住宅の質的向上を目的に建築基準法、建築士法や
　　住宅金融公庫法などの法整備が進められた 1950 年以降から 2013 年までと
　　した。各年代の資料数は 1950 年代が No. 1-4（4 資料）、60 年代が No. 5, 6
　　（2 資料）、70 年代が No. 7-23（17 資料）、80 年代が No.24-51（28 資料）、　
　　90 年代が No. 52-82（31 資料）、2000 年代が No. 83-127（45 資料）、2010-
　　13 年が No. 128-150（23 資料）であった。合計 150 資料。
　3) W 造、S 造で一般的と考えられる 200-400mm 程の立ち上がりを標準とする。
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森中康彰 : 現代町家型住宅作品の構成形式 , 日本建築学会大会論文梗概集 , 2012
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図17.　第1立面輪郭、第2立面輪郭と立面下部と前面外構の連続性からみる現代住宅作品の接地性
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